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【開催日】 令和３年８月２４日 

【開催場所】 議場 

【開会・散会時間】 午後１時～午後１時４０分 

【出席委員】 

委 員 長 矢 田 松 夫 副 委 員 長 河 野 朋 子 

委 員 伊 場   勇 委 員 大 井 淳一朗 

委 員 岡 山   明 委 員 奥   良 秀 

委 員 河 﨑 平 男 委 員 笹 木 慶 之 

委 員 水 津   治 委    員 杉 本 保 喜 

委 員 髙 松 秀 樹 委 員 恒 松 恵 子 

委 員 中 岡 英 二 委 員 中 村 博 行 

委 員 長谷川 知 司 委 員 藤 岡 修 美 

委 員 松 尾 数 則 委 員 宮 本 政 志 

委 員 森 山 喜 久 委 員 山 田 伸 幸 

委 員 吉 永 美 子   
  
【欠席委員】 なし 

 

【委員外出席議員等】 

議 長 小 野   泰   

 

【傍聴議員】 なし 
 

【執行部出席者】   

副 市 長 古 川 博 三 企 画 部 長 清 水   保 

財 政 課 長 山 本   玄 財政 課 課長 補佐 村 長 康 宣 

財政 課 財政 係 長 野 原 崇 史 財政 課 調整 係長 伊 勢 克 敏 

選挙管理委員会事務局長 亀 田 政 徳   

 

【事務局出席者】 

事 務 局 長 尾 山 邦 彦 事 務 局 次 長 島 津 克 則 

議 事 係 主 任 原 田 尚 枝   

 

【付議事項】 

１ 議案第 67号 令和 3年度山陽小野田市一般会計補正予算(第 8回)について 

２ 議案第56号 令和 2年度山陽小野田市一般会計歳入歳出決算認定について 

 



2 

 

午後１時 開会 

 

矢田松夫委員長 ただいまから一般会計予算決算常任委員会を開会します。本

日の審査日程については、お手元に配付してあるとおりの内容で進めて

いきます。まず議案第６７号、令和３年度山陽小野田市一般会計補正予

算（第８回）についてでありますけれど、これについては、先ほど提案

がありましたように、参議院議員選挙費です。本来、この議案について

は、総務文教常任委員会の担任事項でありますけれど、早期議決してほ

しいという依頼があり、９月１日の本会議において議決することから、

全体会で審査するということになりました。今、私が言ったことについ

て御異議はありますか。(「なし」と呼ぶ者あり)異議なしということで

進めさせていただきます。それでは議案の審査に入ります。執行部の説

明を求めます。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 それでは令和３年度山陽小野田市一般会計補正

予算（第８回）につきまして御説明します。今回の補正は、去る今月１

６日に林芳正参議院議員が辞職したことに伴い、１９日に山口県選挙管

理委員会から参議院山口県選出議員補欠選挙の執行につきまして、選挙

の告示を１０月７日の木曜日、選挙の期日を１０月２４日の日曜日とす

る旨の通知がありました。以上のことから、選挙の執行に必要となりま

す経費につきまして、２款総務費、４項選挙費、７目参議院議員選挙費

を新たに３,２５１万３,０００円増額補正するものです。財源は全額国

庫委託金です。それでは、歳入歳出補正予算事項別明細書について、御

説明します。７ページから８ページを御覧ください。歳出の主なるもの

としまして、１節報酬、期日前投票立会人報酬５８万４，０００円には、

赤崎期日前投票所の投票立会人報酬として、５日分７万１，０００円を

含めた額となっております。３節職員手当等は、投・開票事務従事者及

び事務局職員の時間外勤務手当として１，１０３万５，０００円、１１

節需用費は選挙事務関係消耗品費、投票所入場券印刷費等として３４５

万５,０００円、１２節役務費は投票所入場券郵送料及び選挙機器点検整

備費等として４０６万５，０００円、１３節委託料は公営ポスター掲示

場設置業務、選挙公報等配布業務、期日前投票事務等への人材派遣業務

等の委託料として１，０１０万円、１４節使用料及び賃借料は投票箱送

致用タクシー代並びに公営ポスター掲示場及び投票所施設等会場の借上

料として１８９万２,０００円としました。次に、５ページ、６ページを

御覧ください。ただいま、説明した歳出予算に充てる特定財源として１

５款国庫支出金、３項委託金、１目総務費委託金、３節国会議員選挙費
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国庫委託金を３，２５１万３，０００円増額しました。歳出予算の参議

院議員選挙費は、全額この委託金で賄われるものです。以上で説明を終

わります。 

 

矢田松夫委員長 執行部からの説明が終わりましたので、これより委員の質疑

を求めます。 

 

山田伸幸委員 選挙公報のことをお伺いしたいんですが、これは公民館等に配

置するだけなんでしょうか。どういうふうに市民に徹底されるんでしょ

うか。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 基本的なものとしまして、新聞広告に折り込み

で配布する予定としております。それから、マンションとか、中には新

聞等を取っておられない方おられますので、その方については大体新聞

の配布業者が御存じですので、そちらの方へ追加して配布していただく

ようになっております。それから、それでも届かない方のために、公民

館等に選挙公報を配置するように考えております。 

 

大井淳一朗委員 選挙ポスターの掲示板についてお伺いします。市議会議員選

挙とか、あるいは予算で出されております参議院の補選、場合によって

は衆議院選挙もあるかもしれませんが、選挙掲示板の配置等はどのよう

な想定をされているでしょうか。当面は市議会議員選挙と参議院の補選

に限ると思いますが、これについてお答えください。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 市議会議員選挙につきましては、今まで市長選

挙で設置した場所を検討しております。次に参議院議員の選挙につきま

してですが、同じ場所に配置できるものであるならば、その場所に設置

したいと考えております。もう一つ、衆議院議員選挙が予定されており

ますので、衆議院議員選挙と参議院議員選挙のポスター掲示場につきま

しては、並ぶような形で設置を考えております。したがいまして、三つ

の選挙のポスター掲示場が並ぶような場所がない場合は、その近くに設

置場所を新たに考えます。 

 

大井淳一朗委員 そうしますと、三つ同じような掲示を並べると。確かに市議

会議員選挙と参議院の補選が全く同じ時期で重なるのであれば、そのよ

うなことも分かるんですが、私が言いたいのは市議会議員選挙が１０月

３日に終わりますので、それを一部分外して、それを活用して、来るべ
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き参議院の補選とか等に活用すべきではないかと思うんですよね。宇部

なんかは、統一選挙があって、県議会議員選挙と市議会議員選挙が重な

りますんで、これも市議会議員選挙のスペースの中で県議会議員選挙が

先にあって、それから市議会議員の掲示ということで、ポスターの掲示

の費用面からも、国等から出るでしょうけど、その辺は有効活用という

ことをしないと、先ほど申し上げましたように場所の変更もあると、か

えって迷惑なんですよね、所有者との交渉もありますんで。その辺の検

討をされてはいかがでしょうか。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 市議会議員選挙が３日に終了する予定なんです

が、参議院議員選挙のポスター掲示場については、３日ぐらいにはほぼ

設置が完了している日程で考えております。したがいまして、市議会議

員選挙の終わる前にというか、終わる頃に設置完了ですので、そういう

意味では、今言われるような市議会議員選挙と参議院選挙のポスター掲

示場を兼ねることはちょっと困難かと考えております。 

 

大井淳一朗委員 今の説明はよく分からないんですが、例えば市議会議員選挙

が３枚か４枚ぐらい重ねてあるのかな。１０月３日に終わったら、すぐ

撤去されると思うんですけど、その中の１番から６番ぐらいまでを残し

て、それを参議院の補選とかに使われたらどうかなという意味で質問し

たんです。そうすると場所が変わらずに済むので、その辺の有効活用に

ついて質問しました。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 言われる内容もごもっともだと思うんですが、

参議院議員選挙告示の日が７日になっております。３日が過ぎて４日か

ら撤去をやり始めて、７日までじゃないんですけれども、その前に、も

う７日が告示なので、結果的に言ったら６日までということは４、５、

６日の３日間しかないんですが、この３日間の中で２０４か所のポスタ

ー掲示場を今のような形にやりかえることは困難かと考えております。 

 

大井淳一朗委員 私も何回か選挙をしておりますが、結構撤去は早いですよ。

二、三日もあれば撤去できると思うんですが。可能だと思うんですけど

ね、有効活用を検討してはいかがですか。 

 

矢田松夫委員長 検討するとかという回答はないんですよね。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 今までもそれについて考えたんですが、３日間
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では、どうしてもちょっと難しいというか、現実問題、もっと申し上げ

ますと、今回うちのポスター掲示場は、宇部市みたいな木のポスター掲

示場と異なっておりまして、アルミ製のポスター掲示場です。そこに両

面テープでポスターを貼り付けるという状況から、結果的に１番から参

議院議員選挙は８番までなんですが、８番までのところを残すというよ

りも、そこのところにもう既に市議会議員選挙でポスターを張られた状

態があるんですよ。ですので、結果的によそから１番から８番の番号の

付いたパネルを持ってこなければならないという状況が発生します。宇

部市さんの場合、ポスターだけを外すというふうな形で行けるのかもし

れないんですが、うちの場合は貼り付けがされてある関係がありまして、

結果的にはそのパネルは全て交換という形になってくるので、結果的に

３日間ぐらいでは困難というふうに考えています。 

 

髙松秀樹委員 参議院議員選挙の過去の投票率を３回分遡ってお知らせくださ

い。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 参議院議員選挙の過去３回分です。平成２５年

７月２１日に行われました参議院議員選挙の選挙区の投票率が４８.９

１％、比例も同じ４８.９１％です。続きまして、平成２８年７月１０日

に行われました参議院議員選挙は、選挙区、比例ともに同じで５３.４

３％です。続いて令和元年７月２１日参議院選挙ですが、選挙区が４５.

９６％。比例が４５.９５％となっております。 

 

髙松秀樹委員 今回の選挙の投票率向上策を教えてください。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 今までやっておりました通常の啓発方法につい

て、引き続き行う予定としておりますが、新たにこの度の選挙で考えて

おりますところとして、バスマスク、バスのフロントのところに広告掲

示板等を貼り付けることを考えております。 

 

髙松秀樹委員 投票率が上がればいいですよね。次に、前々回の何かの選挙で、

期日前投票の入場券が、期日前投票の初日までに届かなかったというこ

とがありました。これは郵便局マターだと思うんですが、しっかり事前

に届くのかどうか、お知らせください。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 それにつきましては、以前より入場券が届かな

いというふうな話をお伺いしておりますので、郵便局さんとも、その辺
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の日程について、必ず届くような形を取っていただくよう協議をしてい

る最中です。 

 

髙松秀樹委員 開票時、開票場所でのコロナ対策をお知らせください。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 開票場でのコロナ対策につきましては、入口の

ところにアルコール消毒を置く予定と考えております。それ以外のとこ

ろにつきましては、熱のある方、またコロナの疑いのある方につきまし

ては、参観を御遠慮くださいということで掲示をするような形を考えて

いるところです。 

 

髙松秀樹委員 結構コロナが蔓延していますよね。開票時がどうか分かりませ

んけど、行政は模範となってしっかり対策をしておく必要があると思う

ので、再度その辺をよく考えてやってほしいというふうに思います。 

 

矢田松夫委員長 私が質問するのはおかしいんですけど、今言ったコロナ対策

の支出項目はどこに当てはまるんですか、８ページで言うと。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 需用費の消耗品で考えております。 

 

長谷川知司委員 先ほどの大井議員が話された続きなんですが、今アルミでさ

れています。その上に、宇部市みたいな木製のものを貼るということは

できんのですか。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 今までの場合でありましたら、透明のフィルム

みたいなのに数字を書いたものを貼り付けるような形態でしたので、今

言われるように、透明ではなくて白いフィルムに番号というものについ

ては、聞いておりませんので、そこにつきましては業者さんに再度確認

したいと思います。 

 

長谷川知司委員 大井議員と同じ考えなんですが、国費で出すとしても節約で

きるところは節約されたらというのが気持ちです。検討していただくと

いうことですので、是非よろしくお願いしたい。 

 

矢田松夫委員長 検討するということでいいですね。(「はい」と呼ぶ者あり)

ほかに質疑ありますか。(「なし」と呼ぶ者あり)なければ以上で質疑を

終わります。討論に入ります。討論はありませんか。(「なし」と呼ぶ者
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あり)討論なしと認めます。採決に入ります。賛成の委員の挙手を求めま

す。 

 

（賛成者挙手、選挙管理委員会退室） 

 

矢田松夫委員長 全員賛成で議案第６７号は可決されました。それでは次に議

案第５６号、令和２年度山陽小野田市一般会計歳入歳出決算認定につい

てですが、審査方法については、昨年同様に事業審査を中心に行います。

既に皆さんに配布しておりますが、各分科会で選定されました審査対象

事業の事務事業評価シートの様式については昨年度と同様で、変更はあ

りません。では、執行部に令和２年度決算の総括説明を求めます。 

 

山本財政課長 令和２年度山陽小野田市一般会計歳入歳出決算認定につきまし

て、財政課から総括的な説明をします。お手元の議案、歳入歳出決算書

の５ページをお開きください。歳入歳出決算総括表としまして、歳入額

につきましては、前年度と比較して、市税や地方特例交付金、繰越金、

市債などの減があるものの、法人事業税交付金の皆増や地方消費税交付

金、地方交付税、国庫支出金などの増により、５０億２，６９６万８９

１円増の３６１億４，５４８万４，６３２円となりました。歳出額につ

きましては、前年度と比較して、財政調整基金積立金や本庁舎改修事業、

市民館改修事業、病院事業会計への繰出、東下津地区内水対策施設整備

事業、埴生小中学校整備事業などの減があるものの、特別定額給付金給

付事業をはじめとした新型コロナウイルス感染症対策費の皆増や会計年

度任用職員制度への移行などに伴う人件費の増、更には公立保育所整備

事業や工場設置奨励条例に基づく用地取得奨励金、地方債元金償還金な

どの増により、５０億９，８６５万４，１４７円増の３５５億２，４４

０万７，５５０円となり、歳入歳出差引額は、６億２，１０７万７，０

８２円となりました。このうち、令和３年度に繰り越すべき財源１億６，

８２１万３，４５５円を除いた４億５，２８６万３，６２７円が残高と

なり、翌年度へ繰り越しております。６ページ、７ページをお開きくだ

さい。歳入としまして、１款市税から、１０ページ、１１ページの２２

款市債までの予算現額、調定額、収入済額などにつきまして、記載をし

ております。また、財政課より事前にお配りをしております「一般会計

予算決算常任委員会審査参考資料」には対前年度比較表を掲載しており

ますので、こちらも併せて御覧ください。歳入の主な内容ですが、６ペ

ージ、７ページの１款市税につきましては、軽自動車税、都市計画税の

増はありましたが、市民税法人税割の税率引下げやコロナ禍における徴
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収猶予の特例制度が創設されたことなどから、市民税の個人所得割や法

人税割、固定資産税などの減により、市税全体では、前年度と比較して、

以下、千円単位で、４億９，７３５万１，０００円減の９７億７，１８

５万８，０００円となりました。２款地方譲与税につきましては、森林

環境譲与税、特別とん譲与税の増などにより、対前年度５４１万円増の

１億８，７１１万４，０００円となりました。次に、６款法人事業税交

付金につきましては、地方法人課税の偏在是正措置の一環として、令和

２年度から県税である法人事業税の一部が各市町に交付されることとな

り、対前年度９，４８９万６，０００円の皆増となり、７款地方消費税

交付金につきましては、税率引上げ等の影響により、対前年度２億３，

５１８万４，０００円増の１２億７，９５６万２，０００円となりまし

た。続いて、８ページ、９ページの９款環境性能割交付金につきまして

は、消費税率の引上げに併せ、令和元年１０月に新設されており、令和

２年度は交付額が平年度化したことなどから、対前年度７５８万円増の

１，５６８万４，０００円となりました。また、１０款地方特例交付金

につきましては、幼児教育・保育の無償化に伴い令和元年度に限り特例

的に措置されました子ども・子育て支援臨時交付金の皆減などにより、

対前年度７，３５６万８，０００円減の６，５７４万４，０００円とな

りました。次に、１１款地方交付税のうち、普通交付税につきましては、

幼児教育、高等教育等の無償化に掛かる経費や、新たな算定項目となり

ます地域社会再生事業費が追加されたほか、大学関連経費や公債費など

の増加により基準財政需要額が大きく伸びたことなどから、対前年度６

億４，９９４万５，０００円増の６０億８，１２３万６，０００円とな

りました。また、特別交付税につきましては、対前年度３，５６９万８，

０００円減の６億１，６２６万円となりました。１３款分担金及び負担

金につきましては、幼児教育・保育の無償化等に伴う保育所運営費負担

金の減などにより、対前年度６，０８５万１，０００円減の１億５，８

３７万２，０００円となりました。１４款使用料及び手数料につきまし

ては、文化会館使用料や急患診療所診察料、公営住宅使用料のほか、保

育の無償化に伴う保育所使用料の減などにより、対前年度６，２２０万

８，０００円減の４億１，９３０万８，０００円となりました。１５款

国庫支出金につきましては、施設周辺整備助成補助金やブロック塀・冷

房設備対応臨時特例交付金、参議院議員選挙事務費などの皆減やプレミ

アム付商品券事務費及び事業費補助金、児童扶養手当給付費、学校施設

環境改善交付金などの減がありましたが、特別定額給付金給付事業費補

助金などの新型コロナウイルス感染症対策に関連した各種補助金やＧＩ

ＧＡスクール構想の推進に係る公立学校情報機器整備費補助金等の皆増
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のほか、幼児教育・保育の無償化等に伴う子どものための教育・保育給

付交付金の増などにより、対前年度７１億７，７９８万３，０００円増

の１０９億７，１１６万７，０００円となりました。また、１６款県支

出金につきましては、県議会議員選挙事務費の皆減や、福祉医療助成費、

石油貯蔵施設立地対策等補助金などの減がありましたが、新型コロナウ

イルス感染症緊急包括支援事業費など、新型コロナウイルス感染症対策

に伴う補助金等の皆増のほか、子どものための教育・保育給付交付金や

国勢調査費の増などにより、対前年度５，３２６万円増の１７億６，８

９０万６，０００円となりました。１７款財産収入につきましては、市

有地売払収入の減などにより、対前年度５５８万３，０００円減の２，

４１３万７，０００円となりました。１０ページ、１１ページをお開き

ください。１８款寄附金につきましては、ふるさと寄附金の増などによ

り、対前年度７，７０８万９，０００円増の１億７，０１８万９，００

０円となりました。１９款繰入金につきましては、まちづくり魅力基金

繰入金やふるさと支援基金繰入金などの増がありましたが、公立大学法

人運営基金繰入金の皆減や財政調整基金繰入金の減などにより、対前年

度４，３０４万３，０００円減の４億８，１１７万９，０００円となり

ました。続いて、２０款繰越金につきましては、対前年度４億９，５５

０万３，０００円減の６億９，２７７万円となり、２１款諸収入につき

ましては、派遣職員給与費負担金や福祉医療助成費高額療養費などの増

がありましたが、プレミアム付商品券購入者負担金の皆減のほか、市税

滞納延滞金、リサイクル事業収益金などの減により、対前年度１億５，

１９７万３，０００円減の６億３９３万３，０００円となりました。２

２款市債につきましては、減収補填債の皆増や保育所施設整備事業債、

臨時財政対策債などの増がありましたが、市民館整備事業債や大学整備

事業債、治水対策事業債、小学校整備事業債などの減により、対前年度

１８億３，０５８万７，０００円減の２６億１５７万４，０００円とな

りました。次に、１２ページ、１３ページをお開きください。歳出とい

たしまして、１款議会費から、次の１４ページ、１５ページの１３款予

備費までの予算現額、支出済額、不用額などを記載しております。歳出

の主な内容につきまして、目的別に見ますと、１款議会費につきまして

は、議員報酬等の増はあるものの、議会映像配信システムの更新に伴う

システム改修委託料や議事録作成支援システムの導入に伴う機械器具費

の皆減などにより、対前年度９２４万８，０００円減の２億３，０４５

万９，０００円となりました。２款総務費につきましては、参議院議員

選挙費、県議会議員選挙費等の皆減のほか、退職手当や財政調整基金積

立金、本庁舎改修事業、市民館改修事業、プレミアム付商品券事業、大
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学校舎等整備事業などの減がありましたが、特別定額給付金給付事業を

はじめとした新型コロナウイルス感染症対策費や山口東京理科大学に係

る授業料等減免補助金の皆増のほか、ふるさと支援基金積立金、国勢調

査費等の増により、対前年度４９億３，３５１万５，０００円増の１１

４億５，０９１万５，０００円となりました。３款民生費につきまして

は、児童手当、児童扶養手当、生活保護費などの減がありましたが、子

育て世帯への臨時特別給付金給付事業をはじめとした新型コロナウイル

ス感染症対策費の皆増のほか、自立支援給付費や施設等利用給付費負担

金、公立保育所整備事業などの増により、対前年度４億６，７４７万４，

０００円増の１０５億８，８５０万１，０００円となりました。４款衛

生費につきましては、新型コロナウイルス感染防止対策費助成金や新型

コロナウイルスワクチン接種事業などの皆増のほか、予防接種委託料な

どの増がありましたが、老人保健施設整備補助金などの皆減のほか、病

院事業会計への繰出、新火葬場整備事業などの減により、対前年度３億

８，９８４万６，０００円減の２１億１，７５９万３，０００円となり

ました。５款労働費につきましては、就労支援業務委託料の皆減などが

ありましたが、人件費の増などにより、対前年度６９万４，０００円増

の５，２８２万４，０００円となりました。６款農林水産業費につきま

しては、梶漁港浚渫事業などの皆減のほか、土地改良区補助金などの減

がありましたが、水稲生産者次期作応援事業補助金や担い手支援事業補

助金、刈屋漁港海岸保全施設整備事業の皆増のほか、新規就業者等産地

拡大促進事業補助金、郡・川東地区ほ場整備事業、森林経営管理事業、

森林環境整備基金積立金などの増により、対前年度２，６６８万２，０

００円増の４億５，６６１万６，０００円となりました。７款商工費に

つきましては、観光プロモーション業務委託料の皆減のほか、山口東京

理科大学生市内定住促進業務委託料、商業振興諸行事補助金などの減が

ありましたが、事業継続給付金事業や商品券発行事業などの新型コロナ

ウイルス感染症対策費やガラスのブランド化推進事業委託料などの皆増

のほか、地方バス路線維持費補助金や用地取得奨励金などの増により、

対前年度９億８，８１８万６，０００円増の１５億６，１６８万円とな

りました。８款土木費にきましては、ハザードマップ作成委託料の皆増

や、道路台帳整備委託料、小規模土木事業助成金、県事業負担金などの

増がありましたが、市道舗装リフレッシュ事業や都市計画マスタープラ

ン改定事業、江汐公園施設整備基金積立金の皆減のほか、東下津地区内

水対策施設整備事業や小野田駅前地区都市再生整備計画事業などの減に

より、対前年度３億２，７５１万８，０００円減の２４億５３１万３，

０００円となりました。続きまして、１４ページ、１５ページをお開き
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ください。９款消防費につきましては、埴生分団庫整備事業の皆増など

がありましたが、宇部・山陽小野田消防組合費分担金や消防団車両等整

備事業、消防団に係る出動手当の減などにより、対前年度５，５３０万

５，０００円減の９億７，８２９万６，０００円となりました。１０款

教育費につきましては、新型コロナウイルス感染症対策費やＧＩＧＡス

クール推進事業などの皆増のほか、高千帆小学校校舎建設事業などの増

がありましたが、小中学校等空調設備整備事業や埴生小中学校整備事業、

埴生地区複合施設整備事業の減などにより、対前年度８億８，５１７万

６，０００円減の２５億２，１２５万５，０００円となりました。１１

款災害復旧費につきましては、衛生施設災害復旧費の皆減や道路橋りょ

う河川災害復旧費の減などにより、対前年度４，１１２万６，０００円

減の８１１万８，０００円となりました。１２款公債費につきましては、

地方債利子償還金、一時借入金利子償還金は減となりましたが、地方債

元金償還金の増により、対前年度３億９，０３２万２，０００円増の３

１億５，２８３万８，０００円となりました。次に、歳出におきまして、

性質別の決算額について御説明します。お手元の「一般会計予算決算常

任委員会審査参考資料」の３ページを御覧ください。まず、人件費につ

きましては、退職手当などの減がありましたが、会計年度任用職員制度

への移行に伴う職員給与費の増などにより、対前年度、３億９，９１８

万９，０００円増の４１億９，０１４万６，０００円となりました。物

件費につきましては、会計年度任用職員制度への移行に伴う臨時雇賃金

の皆減やプレミアム付商品券事業における事務費の減などがありました

が、特別定額給付金給付事業、商品券発行事業をはじめとした新型コロ

ナウイルス感染症対策事業に係る事務費やＧＩＧＡスクール推進事業に

おける学習用端末購入費の皆増などにより、対前年度６，７１１万６，

０００円増の３２億７，５９６万７，０００円となりました。扶助費に

つきましては、子育て世帯への臨時特別給付金やひとり親世帯臨時特別

給付金等の皆増のほか、生活介護給付費や児童発達支援給付費、老人保

護措置費などの増がありましたが、児童扶養手当や児童手当、乳幼児医

療助成費、生活保護扶助費などの減により、対前年度９，２７７万７，

０００円減の６１億７，１３１万円となりました。補助費等につきまし

ては、プレミアム付商品券事業負担金や病院事業会計への繰出、下水道

事業会計への繰出などの減がありましたが、特別定額給付金、商品券発

行事業負担金、事業継続給付金等の新型コロナウイルス感染症対策費や

高等教育無償化に伴い新設された授業料等減免補助金の皆増のほか、公

立大学に対する運営費交付金や用地取得奨励金などの増により対前年度

６９億１，６２２万３，０００円増の１２２億８，１１８万６，０００
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円となりました。公債費につきましては、地方債利子や一時借入金利子

の減はあるものの、大学校舎等整備事業などの大型事業に係る元金償還

の本格化に伴う地方債元金の増により、対前年度３億９，０３２万２，

０００円増の３１億５，６４６万２，０００円となりました。積立金に

つきましては、新型コロナウイルス等感染症対策基金積立金の皆増やふ

るさと支援基金積立金、公立大学法人運営基金積立金などの増がありま

したが、財政調整基金積立金などの減により、対前年度３億６，５３４

万７，０００円減の５億３，２９６万４，０００円となりました。投資

及び出資・貸付金につきましては、下水道事業会計への出資金などの増

により、対前年度６，１２２万円増の５億５，９７７万７，０００円と

なりました。繰出金につきましては、後期高齢者医療広域連合に対する

療養給付費負担金や国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険など各特

別会計への繰出金の増により、対前年度４，１７８万７，０００円増の

２７億４，６８０万７，０００円となりました。投資的経費では、普通

建設事業におきましては、ＧＩＧＡスクール推進事業に係る環境整備事

業費の皆増や公立保育所整備事業、高千帆小学校校舎建設事業などの増

がありましたが、本庁舎改修事業、市民館改修事業、大学校舎等整備事

業、新火葬場整備事業、東下津地区内水対策施設整備事業、小中学校等

空調設備整備事業、埴生小中学校整備事業、埴生地区複合施設整備事業

などの減により、対前年度２３億２，６８４万４，０００円減の２４億

１５２万６，０００円となりました。また、災害復旧事業費は、衛生施

設災害復旧費の皆減や、道路橋りょう河川災害復旧費の減などにより、

対前年度４，１０７万７，０００円減の８１２万９，０００円となりま

した。次に、議案、歳入歳出決算書にお戻りください。一般会計歳入歳

出決算に関する説明書につきましては、歳入は５６ページから、歳出は

１１２ページから掲載しております。また、２９７ページには、実質収

支に関する調書、２９８ページから３１０ページには、財産に関する調

書を掲載しております。最後に、令和２年度決算に係る主要財政指標で

すが、財政力指数につきましては、３か年平均で、対前年度０．００６

ポイント減の０．６１０、単年度では対前年度０．０２５ポイント減の

０．５９４となっております。また、経常収支比率につきましては、臨

時財政対策債を経常一般財源とした指数で、対前年度０．４ポイント増

の９５．６％となっております。以上、一般会計歳入歳出決算につきま

して、総括的な説明をしました。御審査のほど、よろしくお願いします。 

 

 

矢田松夫委員長 執行部の説明が終わりました。質疑については各分科会で該
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当部分の審査の際に行いたいと思いますが、この度の一般会計決算全体

に通ずる総括的な質疑がありましたら、ここでお願いしたいと思います。

質疑はありますか。(「なし」と呼ぶ者あり)質疑を終わります。なお、

一般会計決算に係る議会の事業評価の方法は、昨年度と同様に、今定例

会中の各分科会において、分科会としての事業評価を行うようにお願い

します。分科会長が分科会で協議した結果を記入した事業評価表を事務

局に提出してください。以上で一般会計予算決算常任委員会を閉会しま

す。 

 

午後１時４０分 散会 

 

令和３年８月２４日 

 

一般会計予算決算常任委員長 矢 田 松 夫 


